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令
和
四
年
度
も
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
』
と
と

も
に
過
ご
す
年
と
な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
相
変
わ
ら

ず
多
く
の
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
つ
の
ま
に
か
「
行
動
制
限
」
は
消
え
ま
し
た
し
、
感

染
症
法
上
の
「
５
類
」
へ
の
引
き
下
げ
も
現
実
味
を
帯
び
て

き
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式
の
継
続
は
当
然
の
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
ワ
ク
チ
ン
代
か
ら
医
療
費
に
至
る
ま
で
自
己
責

任
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。 

宮
柊
二
記
念
館
で

は
、
来
館
者
並
び
に
各
種
事
業
に
際
し
て
、
身
体
的
距
離
の

確
保
・
換
気
・
体
温
測
定
・
マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
な
ど

の
対
策
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
対
策
を

と
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
中
止
と
し
て
い
た
企
画
展
開
催
記

念
講
演
会
や
短
歌
大
会
表
彰
式
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
動
画
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
宮
柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
宮
柊
二
記
念
館
は
平
成
四
年
十
一
月
二
十
三
日
に

開
館
し
、
三
〇
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
柊
二
は
大

正
元
年
八
月
二
十
三
日
に
生
ま
れ
、
生
誕
一
一
〇
年
で
す
。

こ
の
節
目
の
年
、
同
時
に
二
つ
の
テ
ー
マ
で
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
写
真
と
著
作
で
た
ど
る
宮
柊
二
の
生
涯
」
展
で

す
。
記
念
館
で
展
示
し
て
い
る
「
宮
柊
二
略
歴
」
に
合
わ
せ

て
大
小
三
十
九
枚
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。
小
学

校
卒
業
式
、
出
征
、
結
婚
式
、
家
族
、
還
暦
祝
、「
コ
ス
モ

ス
」
編
集
部
等
々
、
宮
柊
二
の
生
涯
を
写
真
で
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
書
籍
五
十
六
種
、
歌
誌
四
誌
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
特
装
本
や
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

け
る
本
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
宮
柊
二
自
身
に
よ
る
自

作
短
歌
の
朗
読
も
お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す
。

　

次
に
、「
宮
柊
二
記
念
館
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
」
展
で
す
。

宮
柊
二
記
念
館
は
、
開
館
以
来
企
画
展
を
二
十
九
回
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
す
べ
て
を
ポ
ス
タ
ー
で
振
り
返
り
ま
す
。

　

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
こ
れ
ら
の
展
示
以
外
に
、
今
年
度
宮

家
か
ら
新
た
に
寄
託
い
た
だ
い
た
貴
重
な
資
料
を
順
次
展
示

し
て
い
ま
す
。
企
画
展
は
開
催
継
続
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
訪
ね

く
だ
さ
い
。

令和４年度企画展「宮柊二記念館 30年のあゆみ」ー写真と著作でたどる宮柊二の生涯ー

「
宮
柊
二
記
念
館
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
」

－

写
真
と
著
作
で
た
ど
る
宮
柊
二
の
生
涯

－
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展示資料から 

　『
写
真
と
著
作
で
た
ど
る

　
　
　
　 

宮
柊
二
の
生
涯
』

　

昭
和
を
代
表
す
る
歌
人
宮
柊
二
は
、

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
八
月
二
十
三
日

に
堀
之
内
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
宮
柊
二

が
生
ま
れ
て
か
ら
百
十
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
歌
人
宮
柊
二
は
、ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
人
々
の
暮
ら
し
を
詠

ん
だ
数
多
く
の
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
一
兵
卒
と
し
て
戦
争
を
体
験
し
、「
戦

争
は
悪
だ
」
と
歌
っ
た
歌
人
で
す
。
短
歌

を
愛
し
、
宮
柊
二
を
慕
う
多
く
の
人
に
、

そ
し
て
、
短
歌
も
宮
柊
二
も
よ
く
知
ら
な

い
人
に
、
改
め
て
宮
柊
二
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
宮
柊
二
の
生
涯
と
そ
の
業

績
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
― 

写
真
で
た
ど
る

　 
　
　
　
　
宮
柊
二
の
生
涯 

―

　

記
念
館
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
宮
柊
二

略
歴
」を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
略
歴
に
合
わ
せ
て
大
小
三
十
九
枚
の

写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。
堀
之
内

尋
常
小
学
校
卒
業
、
中
学
時
代
自
画
像
、

出
征
、
結
婚
式
、
家
族
、
職
場
、
還
暦
祝
、

歌
碑
除
幕
式
、
コ
ス
モ
ス
編
集
部
、
絶
筆

等
々
、
宮
柊
二
の
生
涯
を
写
真
で
た
ど
り

ま
す
。

　
― 

著
作
で
た
ど
る

　 

　
　
　
　
宮
柊
二
の
生
涯 

―

　

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
毎
年
開
催
し
て

き
た
「
企
画
展
」
に
お
い
て
、
様
々
な
視

点
か
ら
宮
柊
二
の
業
績
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、「
著
作
」
で
振
り
返
り

ま
す
。
記
念
館
に
あ
る
膨
大
な
図
書
資
料

の
中
か
ら
、
歌
集
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

随
筆
・
評
論
・
日
記
・
書
簡
集
、
さ
ら
に

短
歌
入
門
書
・
筆
墨
集
・
詩
画
集
な
ど
全

五
十
六
種
、一
一
四
冊
の
書
籍
。
加
え
て
、

「
う
つ
そ
み
」「
木
蔭
歌
集
」「
多
摩
」「
コ

ス
モ
ス
」と
柊
二
が
関
わ
っ
た
歌
誌
四
種
、

九
冊
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

　

市
販
さ
れ
た
通
常
の
本
と
は
別
に
、
特

装
本
（
数
量
限
定
で
書
物
の
表
紙
、
カ

バ
ー
、
外
箱
な
ど
に
特
に
念
入
り
な
装
丁

を
施
し
た
本
）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
〈
歌
集
の
特
装
本
〉

  　

 「
宮
柊
二
歌
集
」（
角
川
書
店
）・「
完

本
宮
柊
二
全
歌
集
」（
立
風
書
房
）・

『
純
黄
』
特
装
本
に
つ
い
て

　

現
在
記
念
館
で
は
、
宮
柊
二

第
十
一
歌
集
「
純
黄
」
の
特
装

本
を
五
冊
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

革
張
り
の
表
紙
に
一
冊
ず
つ

異
な
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
装

飾
が
施
し
て
あ
り
ま
す
。
五
冊

の
う
ち
二
冊
に
は
、
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
中
に
宝
石
が
は
め
込

ん
で
あ
り
ま
す
。
記
念
館
の
収

蔵
品
は
、
そ
の
色
合
い
か
ら

ガ
ー
ネ
ッ
ト
と
ア
メ
シ
ス
ト
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
特
装
本
に

つ
い
て
、
英
文
学
者
関
川
左
木

夫
氏
は
「
我
が
国
書
物
装
幀

に
お
い
て
も
未
曾
有
の
装
本
」

（
季
刊
「
銀
河
」
１
９
８
７
第

六
十
九
号
春
文
化
出
版
局
刊

－

記
念
館
内
に
展
示
）
と
高
く
評

価
し
て
い
ま
す
。

「
宮
柊
二
記
念
館
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
」

－

写
真
と
著
作
で
た
ど
る
宮
柊
二
の
生
涯

－

　

平
成
四
年
十
一
月
二
十
三
日
に
開
館
し
、三
〇
年
目
を
迎
え
た
宮
柊
二
記
念
館
。

大
正
元
年
八
月
二
十
三
日
に
生
ま
れ
、
生
誕
一
一
〇
年
を
迎
え
た
宮
柊
二
。
こ
の

節
目
の
年
、
同
時
に
二
つ
の
テ
ー
マ
で
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「純黄」特装本５冊　
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径
社
）・「
小
紺
珠
」（
古
径
社
）・「
晩

夏
」（
白
玉
書
房
）・「
日
本
挽
歌
」（
創

元
社
）・「
多
く
夜
の
歌
」（
白
玉
書

房
）・「
藤
棚
の
下
の
小
室
」（
白
玉

書
房
）・「
獨
石
馬
」（
白
玉
書
房
）・

「
忘
瓦
亭
の
歌
」（
白
玉
書
房
）・「
緑

金
の
森
」（
短
歌
新
聞
社
）・「
純
黄
」

（
石
川
書
房
）・「
白
秋
陶
像
」（
伊
麻

書
房
）

　

・「
コ
ス
モ
ス
」
創
刊
号

　

・「
宮
柊
二
筆
墨
集
」（
立
風
書
房
）

　

・ 

詩
画
集
「
'73
東
京
幻
想
」（
ウ
ナ
ッ

ク
ト
ウ
キ
ョ
ウ
）

　『
宮
柊
二
記
念
館

　
　
　 

　
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
』

　

宮
柊
二
記
念
館
建
設
構
想
は
、
一
九
八

五（
昭
和
六
十
）年
十
一
月
、堀
之
内
町（
当

時
）
の
町
制
施
行
六
十
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
の
場
で
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
十
一
月

お知らせ

「
藤
棚
の
下
の
小
室
」（
白
玉
書
房
）・

「
獨
石
馬
」（
白
玉
書
房
）・「
定
本
宮

柊
二
短
歌
集
成
」（
講
談
社
）・「
純
黄
」

（
石
川
書
房
）・「
白
秋
陶
像
」（
伊
麻

書
房
）

　
〈
詩
・
散
文
の
特
装
本
〉

  　

 

随
筆
集
「
雪
の
里
」（
求
龍
堂
）・
随

想
集
「
忘
瓦
亭
日
録
」（
立
風
書
房
）・

自
筆
歌
文
集
「
冬
至
集
」（
成
瀬
書

房
）・
詩
画
集
「
'73
東
京
幻
想
」（
ウ

ナ
ッ
ク
ト
ウ
キ
ョ
ウ
）　

　

今
回
の
展
示
品
は
、書
籍
が
中
心
で
す
。

展
示
の
仕
方
を
工
夫
し
ま
し
た
が
、
や
は

り
本
は
読
む
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
十
二

冊
の
歌
集
、
コ
ス
モ
ス
創
刊
号
、
宮
柊
二

筆
墨
集
、
詩
画
集
「
'73
東
京
幻
想
」
に
つ

い
て
は
、
手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
展
示
ケ
ー
ス
に
入
れ
ず
に
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。

　
「
読
め
る
展
示
」

　

・
宮
柊
二
歌
集

　
　

 「
群
鶏
」（
青
磁
社
）・「
山
西
省
」（
古

　

宮
柊
二
記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
短
歌
手
帳
と
し
お
り
を
作
成

い
た
し
ま
し
た
。
記
念
館
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
お
送
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
歌
集
な
ど
も
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
宮
柊
二
記
念
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・ 

宮
柊
二
記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

短
歌
手
帳
（
青
・
緑
）、
木
製

し
お
り

・ 

宮
柊
二
ふ
る
さ
と
の
歌
写
真

集
「
宮
柊
二
の
ふ
る
さ
と
」

・
宮
柊
二
ア
ル
バ
ム

・
宮
柊
二
歌
集

・ 

宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大

会
歴
代
選
者
歌
集　

等

オリジナル短歌手帳・しおり

二
十
三
日
に
開
館

し
ま
し
た
。
記
念

館
建
設
に
当
た
っ

て
は
、
夫
人
の
宮

英
子
氏
か
ら
た
く

さ
ん
の
資
料
並
び

に
寄
付
金
が
寄
贈

さ
れ
、
コ
ス
モ
ス

短
歌
会
、
全
国
の
コ
ス
モ
ス
会
員
、
そ
し

て
、
地
元
の
皆
様
か
ら
も
多
く
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
館
で
は
、
企
画
展
・
常
設
展
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
展
示
会
を
行
い
、
宮

柊
二
講
座
や
短
歌
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講
演

会
を
開
催
し
て
宮
柊
二
の
業
績
の
周
知
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
短
歌
大

会
の
開
催
、
希
望
者
対
象
の
短
歌
教
室
や

学
校
へ
出
向
い
て
行
う
出
前
授
業
の
実
施

な
ど
短
歌
の
普
及
活
動
に
も
努
め
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
毎
年
開
催
し
て
き
た
企

画
展
の
ポ
ス
タ
ー
で
三
〇
年
を
振
り
返
っ

て
い
ま
す
。
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「
宮
柊
二
記
念
館
友
の
会
」の
お
知
ら
せ

　

宮
柊
二
記
念
館
の
活
動
支
援
と
会
員
相
互

の
交
流
を
目
的
と
す
る
「
宮
柊
二
記
念
館
友

の
会
」の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。会
員
は
、

宮
柊
二
記
念
館
へ
の
入
館
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
記
念
館
だ
よ
り
等
が
届
け
ら
れ

ま
す
。

　

年
会
費
は
１
，０
０
０
円
で
す
。
詳
細
は
、

宮
柊
二
記
念
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室
」の
お
知
ら
せ

　

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、「
コ
ス
モ
ス
」
選

者
橘
芳
圀
先
生
を
講
師
と
し
て
、
短
歌
実
作

講
座
「
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
四
月
・
八
月
・
十
二
月
を
除

く
年
九
回
、
原
則
と
し
て
毎
月
第
二
日
曜
日

に
宮
柊
二
記
念
館
に
隣
接
す
る
堀
之
内
公
民

館
で
開
催
し
ま
す
。
年
度
途
中
か
ら
の
参
加
、

添
削
の
み
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

　

年
会
費
は
３
，０
０
０
円
で
す
。
詳
細
は
、

宮
柊
二
記
念
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」の
お
知
ら
せ

　

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
「
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
」
の
入

選
作
品
集
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
令
和
四
年

度
・
第
二
十
八
回
短
歌
大
会
の
入
選
作
品
集

は
、
宮
柊
二
記
念
館
や
魚
沼
市
内
の
公
民
館

等
で
入
手
で
き
ま
す
。
過
去
の
作
品
集
に
つ

い
て
も
年
度
に
よ
っ
て
は
若
干
の
余
裕
が
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
宮
柊
二
記
念
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
柊
二
記
念
館
収
蔵
資
料
紹
介 
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書
き
下
し
文

　

牀
前
月
光
を
看
る

　

疑
う
ら
く
は
是
れ
地
上
の
霜
か
と

　

頭
を
擧
げ
て
山
月
を
望
み

　

頭
を
低
れ
て
故
郷
を
思
う

「
静
夜
思
」
は
、
中
国
唐
時
代
の

　
　
詩
人
李
白
の
五
言
絶
句
で
す
。

　

宮
家
か
ら
新
た
に
寄
託
い
た
だ
い
た
資
料
の
う
ち
七
点
を
順
次
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
展
示
し
た「
静
夜
思
」は
収
蔵
資
料
紹
介
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
宮
家
か
ら
の
新
た
な
寄
託
資
料
」

６月から９月に紹介した作品

12月から１月に紹介した作品

２月から３月に紹介する作品
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